
 

 

 

ユニバーサルコミュニケーションのための教養教育に向けた千葉圏域コンソーシアム 

敬愛大学コンソーシアム支援委員会 会報 No.６ 
2010 年６月１日

 

■４大学運営協議会の報告 

日時 ５月７日（金） １６：００～１７：３０ 

場所 千葉大学稲毛キャンパス総合校舎 A号館小会議室 

参加 山田・姉川・藤本他（千葉大学）、藤田・長田（神田外語大学）、倉林・並木（城西国際大学）、 

高田・薬師寺・石橋（敬愛大学） 

  

議題 

 １．今年度事業計画について 

     ・最終年度における取りまとめ（成果報告）の準備。 

     ・補助金の使用は特に設備・備品について、最終年度でもあり前期中の納入を目指す。 

 ２．将来構想部会の設置について 

     ・今後 7年間、どう実績を発展させていくのか検討する。 

     ・単位互換に関する課題の共有と解決方法を模索する。 

 ３．コンソーシアム FD 会議開催について 

     ・各大学 moodle への取組を共有し、（e-learning 活用教育の事例とノウハウを共有） 

      moodle コンテンツを共有するための課題と解決法を検討する。 

 ４. 公開市民講座の開催について 

     ・12/11（土） または 12/4（土）、千葉大学けやき会館で市長をまじえて開催予定。 

      テーマは 4大学各々の立場から千葉市（千葉県）との関わりを発表。 

 ５．主な取組の現状報告 

    <千葉大学> 海外調査で収集した動画や画像を moodle に取り込む作業を進行中。  

    <神田外語大学>トライ外国語の授業において、９つの国のコンテンツを語学面、文化面で作成中。 

    <敬愛大学> １年次演習と海外スクーリングの授業における moodle コンテンツを制作済。 

          今年は制作した教材の積極的な活用に向けて検討を開始。 

    <城西国際大学> 福祉とジェンダー教育を特色とした moodle 教材を作成予定。 

 ６. その他の議論 

     今年度の夏期集中講義での単位互換（告知方法、申込み、申請期限等）を確認。 

      

 

■コンソーシアム４大学共通授業の開講 

  今年度から「コンソーシアム共通授業」が開講されます。共通授業とは４大学間の協定に則った公開授業

のことを言います。４大学の学生であれば、共通授業を履修し、試験等に合格すれば単位が認定されます。

今年度開講予定の共通授業をお知らせします。 

  敬愛大学 

授業名：「アメリカⅢ」（村川先生） 期日：2010 年 9 月 14 日～9月 17 日 

場所：敬愛大学稲毛キャンパス、授業最終日：国立民族博物館（予定） 

千葉大学 

   授業名：「中国史」（山田先生） 期日：2010 年 9 月 13 日～9月 16 日 

場所：神田外語大学 
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  神田外語大学 

    授業名：「トライ・スペイン語」（青砥先生） 「トライ・韓国語」（浜之上先生）  

「トライ・アラビア語」（菊地先生） 「トライ・ベトナム語」（春日先生/ TRINH 先生） 

「トライ・ポルトガル語」（高木先生） 

    期日：７月末から９月半ばの夏期集中授業  場所：神田外語大学 

 

 

■刊行物のお知らせ 

「事業紹介リーフレット」と「moodle 学生登録のしおり」が出来上がりました。リーフレットは、本学の

FD 活動と e-learning への取組を紹介します。「敬愛」の花言葉をもつ向日葵を見開きのページ全面に展開

したデザインが特徴です。授業力向上を目指す本学の取組や、在校生が moodle 授業に励む様子が掲載さ

れ、活気溢れるリーフレットとなっています。リーフレットは、登録のしおりともに、１階事務室に常備

されています。高校訪問時等、是非ご活用下さい。 

【事業紹介リーフレット】 

 

【moodle 学生登録のしおり】 

 

 

 

■一年基礎演習・委託教材お披露目会の報告 

一年基礎演習の委託教材お披露目会が、4月２７日（火）１３：００～１３：

４０、３号館 3701 室で開催されました。この教材は、moodle 上に設置され、

以下の教材が使用できます。 

(1) 教室で使えるプリント教材 

(2) PC で使えるクイズ・小テスト教材 

教材構成は、FD によって導かれた重要６項目（1.導入、2.キャンパススキ

ル、３.アカデミックスキル、4.コミュニケーション力：日本語表現、5.自由

欄、6.二年次へのブリッジ）から成っています。より良い活用ができるよう

ご意見をお寄せ下さい。教材は、moodle のトップページにある「2010 年度開

発教材」という項目に掲載されています（ログイン後、ご使用になれます）。

是非ご活用下さい。  

【トップページ】 
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■moodle 運用授業を支援するための制度 

 moodle 活用授業の支援と、３号館２階コミュニケーション・ラボの運営補佐を兼ね、コンソーシアム事業

費でアルバイト１名が雇用されました。支援員に経済学部卒業生の鈴木さんが就任しました。鈴木さんは、主

にコミュニケーション・ラボに常駐し、現在はメディアセンター職員と特任教員から研修を受けています。今

後は moodle への授業資料掲載、小テスト作成等を支援下さる予定です。 

 

 

■コンソーシアム支援委員会からのお知らせ 

2010 年 5 月 18 日、コンソーシアム支援委員会が開かれ、今後の方向性を話し合いました。 

議題 

 １．新入生の moodle 一斉登録の終了。前期中に 2,3,4 年生の一斉登録を目指す。 

   ただし、登録（アカウント作成）のみで、授業での使用を強制するものではない。 

 ２．今年度購入予定のノート PC30 台、購入後使用体制を前期中に整えることを目指す。 

 ３．moodle 支援アルバイトの雇用： 

経済学部卒業生の鈴木さんが、5/20 からメディアセンターに勤務。 

４．上記３を受け、特任教員を中心に moodle 支援における人材育成を開始する。 

５．４が整い次第、今年度の moodle-FD と授業時学生講習会を順次実施予定。  

６．今年度 moodle 委託開発教材の内容は、今学期中に考えを練る。 

  （キーワード：国際化教育、海外スクーリングの共有化、敬愛大学の特色を出せるコンテンツ） 

 

 

■海外調査の報告：先進的な e-learning 活用教育 

増井先生 

「アメリカの大学に於ける e-learning 現状及び IT 環境視察報告」 

2010 年 2 月 22 日より 3 月 4 日の日程で、アメリカの大学に於ける e-learning の現状及び IT 環境を視

察した。訪問大学は Dartmouth College, Yale University, Columbia University, New York University

の 4 大学である。どの大学でも e-learning を用いた授業の補助及び教材開発のためにスペシャリスト

(academic specialist, educational technologist)が常駐し、教員をサポートしている。また大学ではコン

ピュータを用いた授業及び研究のためのワークショップが頻繁に開催されており、教員は関心に応じて受

講できる。また学内は図書館や教室だけではなく、カフェテリア、廊下、ラウンジ、と至る所に複数のコ

ンピュータが設置されている。 

 

< カフェテリア(ダートマス大学) >   < 美術館のよう(ニューヨーク大学) >   < スワヒリ語遠隔教育（イェール大学）>
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石橋特任教員 

「EU における外国語教育の現状と ICT 環境調査」 

2010 年 3 月 9 日より 3 月 21 日の日程で、EU 圏における大学及び教育・政府機関を訪問した。調査対

象機関は、1. ブタペスト商科大学（東洋言語科）、2. The Institute Francaise in Budapest on higher 

education、3. Japan Foundation Budapest Office、4.ヨーロッパ評議会: Council of Europe（Modern 

Language Division）であった。近年、EU 圏では、言語学習、特に外国語の学習を行う場合、ポートフォ

リオを活用する教授法が積極的に行われている。教育の分野でのポートフォリオとは、学習記録帳のこと

を言う。ポートフォリオを活用することで、学習者は学習目標を確認し、学習内容を記録し、到達度の確

認を行う。学習の記録を継続的に行うことで、学生と学習行為との関係性を近づけ、学習過程を内省させ

る。そうすることにより、学習意識・学習動機・学習の継続性を促進させる効果がある。最近では、紙ベ

ースのポートフォリオのみならず、Web ベースのポートフォリオの活用が進んでいる。 

 

<左から：ブダペスト商科大学、日本語教材、ヨーロッパ言語学習帳、Council の異文化理解教材> 

    

 

■コンソーシアムの活動日誌  

５月１４日 moodle サポート員雇用に関する会議 （於 メディアセンター会議室 13：30-14：10）

４月２７日 
[コンソーシアムＦＤ] 

１年基礎演習の e-learning 副教材お披露目会の開催（於 3701 室 13:00-14:00） 

４月２６日 設備機器の購入に関する小会議の開催  (於 2 号館事務室 10:40−11:0) 

４月２０日 moodle 学生講習会の実施（ヨーロッパ経済論Ⅰ）(於 コミュニケーション・ラボ) 

４月２０日 教授会にて教員および１年生向けにリーフレット及び moodle マニュアル冊子の配布 

４月１６日 moodle 学生講習会の実施（演習Ⅲ・金融事情Ⅰ）(於 1 号館 PC 教室) 

４月１３日 国際学部・経済学部新入生 moodle 一括登録作業の実施 

４月 ６日 
・新入生教務ガイダンスにて千葉圏域４大学連携事業を紹介（於 2201 教室 9:00） 

・コンソーシアム支援委員会の開催（於 3 号館 6階会議室 15：00−17：00） 

 

 

【敬愛大学 戦略的大学連携支援事業コンソーシアム支援委員会】 

特任教員：石橋嘉一（y-ishibashi@u-keiai.ac.jp） 

研究室：3 号館 613 号室 内線（1520） 

オフィス・アワー：月曜日・木曜日 10：00～17：00 

（上記以外の時間はメールにてご連絡ください） 

連絡先 


